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テレメータ(遠隔計器)のテスト仕様 
  

ARIB STD-T96 1.1版 

TELEC T245 3.0版 
 

テレメータ用, テレコントロール用及びデータ伝送用 

特定小電力無線局に使用するための無線設備 (950MHz 帯) 

の特性試験方法 

 

2011年 7月 

アンリツ株式会社 

Ver.4.0 

※参考図書: TELEC T245 および ARIB STD-T96 

詳細についてはそれぞれの図書にてご確認ください。 
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テスト試験項目 

試験周波数と試験項目 

(1) 試験機器の発射可能な周波数が3波以下の場合は、全波で全試験項目 

  について試験を実施。 

(2) 試験機器の発射可能な周波数が4波以上の場合は、上中下の3波の 

  周波数で全試験項目について試験を実施。 

推奨構成 

MS2690A シグナルアナライザ 

MS2690A-020 ベクトル信号発生器 

TELEC-T245　試験項目 SPA SG ARIB STD-T96

　1. 周波数の偏差 ○ - 3.2 (4)

　2. 占有周波数帯幅 ○ - 3.2 (6)

  3. スプリアス発射又は不要発射の強度 ○ - 3.2 (8)

  4. 空中線電力の偏差 ○ - 3.2 (1) (2)

  5. 隣接チャネル漏洩電力 ○ - 3.2 (7) B

  6. 副次的に発する電波等の限度 ○ - 3.3

  7. 送信時間制限装置 ○ - 3.4 (1)

  8. キャリアセンス機能 ○ ○ 3.4 (2)

      スペクトラムマスク ○ - 3.2 (7) A
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1. 周波数の偏差(1/5) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

測定手順 

①無変調波の場合 

1. 試験機器から無変調波を連続 

またはﾊﾞｰｽﾄ送信 

2. 周波数計またはスペクトラムアナライザで 

周波数を測定 

②変調波の場合 

1. 試験機器から占有帯域幅が最大となる 

変調波を送信 

2. スペクトラムアナライザを右記の設定にして 

周波数を測定 

 

規格: 20  10-6 以内 

 

測定器の確度: 20  10-7 以内 (約2kHz) 

①無変調波 (連続 or バースト) 

②変調波 

Tx 試験機器 

 

スペクトラムアナライザの設定  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN   : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (500kHz) 

・RBW   : OBWの許容値の1%程度 (1kHz) 

・VBW   : RBWと同程度 (1kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数    : 400点以上 (1001点) 
・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル当たり 

     1バーストの継続時間以上 

・掃引ﾓｰﾄﾞ    : 連続掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ    : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・表示ﾓｰﾄﾞ    : ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞ 

周波数計 or スペクトラムアナライザ 
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1. 周波数の偏差(2/5) 

①無変調波の場合 

「無変調波の場合は、周波数計で直接測定する」となっています。 ただし「バースト長がバースト繰り返し周期
に比べて極めて短い場合」または「バースト周期が長時間になる場合」はスペクトラムアナライザで測定します。 

 MS269xAでは標準機能の “周波数カウンタ(Freq. Count)” 画面で確認できます。 

測定結果 

設定周波数に対する誤差をHz単位で表示します。
百万分率は下記の手順で計算してください。 

右図の測定の場合: 

   6.00 [Hz] / 951[MHz]  106 

＝ 6 / (951  1,000,000)  1,000,000 

≒ 0.006 ppm 

【周波数カウンタ の周波数確度は?】  
次ページ参照 

規格: 20  10-6 以内 

 

結果の表示 

MHz単位で表示, 

偏差を百万分率(10－6) かつ で表示 
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1. 周波数の偏差(3/5) 

①無変調波の場合 ・・・続き 

「無変調波の場合は、周波数計で直接測定する」となっています。 ただし「バースト長がバースト繰り返し周期
に比べて極めて短い場合」または「バースト周期が長時間になる場合」はスペクトラムアナライザで測定します。 

 MS269xAでは標準機能の “周波数カウンタ(Freq. Count)” 画面で確認できます。 

周波数: 951MHz 

基準周波数確度: 1x10^-8/日 

ミキサ次数(N): 1 

Gate Time: 100ms = 0.1s 

の場合・・・ 

確度 9.61Hz  ・・・ 951MHzの場合 

測定器は装置の10倍の確度を求められますが、MS2690Aで要求仕様を満たします
。 さらにルビジウム基準発振器(Opt.001)を使うとより厳しい試験でもご利用いただ
けます。 

【補足説明】 「周波数カウンタ」機能の確度 (MS269xA カタログスペック より) 
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1. 周波数の偏差(4/5) 

②変調波の場合 

占有帯域幅(OBW)測定機能により、変調波の周波数を簡単に測定できます。 

規格: 20  10-6 以内 

 

結果の表示 

MHz単位で表示,  

偏差を百万分率(10－6)かつ で表示 

測定結果 

変調状態における中心周波数をMHz単位で
表示します。 

百万分率は下記の手順で計算してください。 

右図の測定の場合: 

   1.5 [kHz] / 951[MHz] 106 

＝ 1.5  1000 / (951  1000000)  100000 

≒ 1.6 ppm 
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1. 周波数の偏差(5/5) 

1キャリア時の推奨設定と測定確度 
推奨設定 

・中心周波数  : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (500kHz) 

・RBW : OBWの許容値の1%程度 (1kHz) 

・VBW : RBWと同程度 (1kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数     : 400点以上 (1001点) 

測定確度 
＝(1×10-7×951×106＋500×103×0.002＋1×103×0.05＋2×1 

＋500103/(1001-1)) 

≒ 1647 Hz ≒ 1.7 ppm 

2キャリア時の推奨設定と測定確度 
推奨設定 

・中心周波数  : 試験周波数 (951.1MHz) 

・SPAN : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (800kHz) 

・RBW : OBWの許容値の1%程度 (1kHz) 

・VBW : RBWと同程度 (1kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数     : 400点以上 (10001点) 

測定確度 
＝(1×10-7×951.1×106＋800×103×0.002＋1×103×0.05＋
2×1＋800×103/(10001-1)) 

≒ 1907 Hz ≒ 1.9 ppm 

注) 

3キャリアの場合、TELEC規定で定められている2ppmの測定確度
を満たしていません。規格 20ppmに測定器の誤差を加味してい
ただくか、無変調波(CW)にして”Frequency vs.Time” 画面にてご
確認いただくことを推奨します。 

3キャリア時の推奨設定と測定確度 
推奨設定 

・中心周波数  : 試験周波数 (951.2MHz) 

・SPAN : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (1200kHz) 

・RBW : OBWの許容値の1%程度 (1kHz) 

・VBW : RBWと同程度 (1kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数     : 400点以上 (10001点) 

測定確度 
＝(1×10-7×951.2×106＋1200×103×0.002＋1×103×0.05＋
2×1＋1200×103/(10001-1)) 

≒ 2667 Hz ≒ 2.7 ppm 

【OBW機能の周波数確度の計算式】  
(基準発振器確度×中心周波数＋SPAN×SPAN確度＋RBW×0 .05＋2×N＋SPAN/(トレースポイント数-1))Hz 

規格: 20 ppm 以内 

 

測定器の確度: 2 ppm 以内 
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2. 占有周波数帯幅(1/2) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

測定手順 

1. 試験機器から占有帯域幅が最大となる 

変調波を送信 

2. スペクトラムアナライザを右記の設定にして 

占有周波数帯幅(全電力の99%)を測定 

 

 

規格: (200×n) kHz 以内          

        *nは同時に使用する無線単位チャネル数 

          であり、n=(1, 2, 3, 4, 5) 

変調波 

Tx 試験機器 

 

スペクトラムアナライザの設定  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN   : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (500kHz) 

・RBW   : OBWの許容値の1%程度 (1kHz) 

・VBW   : RBWと同程度 (1kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数    : 400点以上 (501点) 
・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル当たり

1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ    : 連続掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ    : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・表示ﾓｰﾄﾞ    : ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞ 
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2. 占有周波数帯幅(2/2) 

便利なMeasure機能: OBW (Occupied Band Width) 

OBW測定機能により、占有周波数帯幅を簡単に測定できます。 

規格: (200×n) kHz 以内 

 

結果の表示 

MHz単位で表示 

【表示単位は?】 
MS269xAの占有周波数帯幅測定機能では測定
結果に応じて自動的に単位を切り替えます。 

本システムでは単位は「kHz」となります。 

測定結果 

全電力の99%となる帯域幅
(OBW)を表示します。 
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3. スプリアス発射又は不要発射の強度(1/5) 

測定手順 (近傍除く) 

 1. 試験機器から変調波を送信 

 2. スペクトラムアナライザを下記に設定 

   してスプリアスを探索 

*950 ~ 958MHzについては、無線チャネルの中心周波数
からの離調が200+100(n-1)以下の部分を除いて測定 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

変調波 

Tx 試験機器 

スペクトラムアナライザの設定 (近傍以外) 

・SPAN : (表1に記述)   

・RBW : (表1に記述) 

・VBW : RBWと同程度 

・ﾃﾞｰﾀ点数   : 400点以上 (例 1001点) 
・掃引時間   : バースト波の場合、1サンプル 

     当たり1バーストの継続時間以上 

・掃引ﾓｰﾄﾞ   : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ   : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 

SPAN RBW 規格 

30 ~ 710MHz 100kHz －36dBm/100kHz 

710 ~ 945MHz 1MHz －55dBm/1MHz 

945 ~ 950MHz 100kHz －55dBm/100kHz 

950 ~ 958MHz 3kHz －39dBm/100kHz 

958 ~ 1000MHz 100kHz －58dBm/100kHz 

1000 ~ 1215MHz 1MHz －48dBm/1MHz 

1215 ~ 1884.5MHz 1MHz －30dBm/1MHz 

1884.5 ~ 1919.6MHz 1MHz －55dBm/1MHz 

1919.6 ~ 5000MHz 1MHz －30dBm/1MHz 

表1 
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3. スプリアス発射又は不要発射の強度(2/5) 

測定手順 (近傍除く) 

 3. スプリアス探索にて、規格値を超えた 

   場合にはスペクトラムアナライザを下記 

   に設定してスプリアスを測定 

 

スペクトラムアナライザの設定 (近傍以外) 

・中心周波数 : 探索された周波数 

・SPAN   : 0Hz   

・RBW   : (表2に記述) 

・VBW   : RBWと同程度 

・ﾃﾞｰﾀ点数    : 400点以上 (例 1001点) 

・掃引時間    : バースト波の場合、1バーストの継続時間以上 

・掃引ﾓｰﾄﾞ    : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ    : ｻﾝﾌﾟﾙ 

SPAN RBW 

30 ~ 710MHz 100kHz 

710 ~ 945MHz 1MHz 

945 ~ 950MHz 100kHz 

958 ~ 1000MHz 100kHz 

1000 ~ 5000MHz 1MHz 

表2 
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3. スプリアス発射又は不要発射の強度(3/5) 

便利なMeasure機能: Spurious Emission 

各区間(各SPAN)で、RBW, VBW, 検波モード, リミットライン(規格線)の主要パラメータ設定が最大20セグメント分
行えます。スプリアス探索でFailになった区間をでタイムドメインで測定するTime Domain測定モードにより、
TELEC試験に沿ったスプリアス試験が容易に行えます。(機能の詳細はAppendixを参照ください。) 

スプリアス 

リミットライン 

結果の表示 

規定帯域ごとの最大値の1波を
dBm/100kHz または 

dBm/MHz 単位で表示する。 

【表示単位は?】 
MS269xAのスプリアス測定機能では、最大20

個の規定帯域に分割して一度に測定します。 

規定帯域ごとにRBW/VBWなどのパラメータを
設定できます。 

それぞれのRBW(100kHzや1MHz)で掃引した
際のピークを結果として表示しています。 

測定結果 

規定帯域(セグメント)ごとの最大
値1波の周波数とレベルを表示し
ます。 
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3. スプリアス発射又は不要発射の強度(4/5) 

測定手順 (近傍) 

 1. 試験機器から変調波を送信 

 2. スペクトラムアナライザを下記に設定 

   してスプリアスを探索 

 3. 左記の換算式を用いて判定 

 

規格: 39dBm/100kHz 

*: 無線チャネルの中心周波数からの離調が200+100(n-1)

以下の部分を除いて測定 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

変調波 

Tx 試験機器 

 

スペクトラムアナライザの設定 (近傍) 

・SPAN*  : 950 ~ 958MHz   

・RBW : 3kHz 

・VBW : RBWと同程度 

・ﾃﾞｰﾀ点数  : 400点以上 (例 1001点) 
・掃引時間  : バースト波の場合、1サンプル

当たり1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ  : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ  : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 

探索結果の換算 

(RBW: 3kHz  規格の参照帯域幅: 100kHzへの換算) 

ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑｱﾅﾗｲｻﾞの測定結果＋(換算値: 15.2dB) ≦ 39dBm 

上式を満たした場合 

   ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑｱﾅﾗｲｻﾞの測定結果＋15.2dB を測定値とする。 

上式を満たせなかった場合 

   次ページの設定で測定 
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3. スプリアス発射又は不要発射の強度(5/5) 

測定手順 (近傍) 

 4. スペクトラムアナライザの設定①に設定し、 

   搬送波のバースト内平均電力(Pb)を求める。 

 5. スペクトラムアナライザの設定②に設定し、 

   搬送波の電力総和(Pc)を求める。 

 6. スペクトラムアナライザの設定③に設定し、 

   不要発射の電力総和(Ps)を求める。 

 7. 次式にて不要発射電力を算出する。 

    不要発射電力＝(Ps/Pc)×Pb 

 

スペクトラムアナライザの設定②  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 搬送波 

・SPAN   : 200kHz×n   

・RBW   : 3kHz 

・VBW   : RBWと同程度 (3kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数     : 400点以上 (1001点) 

・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル
当たり１バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ     : 連続 (波形の変動がなくなるまで) 

・検波ﾓｰﾄﾞ     : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・表示ﾓｰﾄﾞ     : ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞ 

 

スペクトラムアナライザの設定①  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 搬送波 

・SPAN   : 0Hz   

・RBW   : 1MHz 

・VBW   : RBWと同程度 (1MHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数     : 400点以上 (1001点) 
・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル

当たり1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ     : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ     : ｻﾝﾌﾟﾙ 

スペクトラムアナライザの設定③  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 探索された周波数* 
・SPAN   : 100kHz   

・RBW   : 3kHz 

・VBW   : RBWと同程度 (3kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数    : 400点以上 (1001点) 

・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル
当たり1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ     : 連続 (波形の変動がなくなるまで) 

・検波ﾓｰﾄﾞ     : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・表示ﾓｰﾄﾞ     : ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞ 

*: 探索された周波数が、無線チャネルの中心周波数から250＋100(n－1)kHz 

以内の離調の場合は、250＋100(n－1)kHz 離調させた周波数にて測定。 
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4. 空中線電力の偏差(1/3) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

①尖頭電力で規定される電波形式 

②平均電力で規定される電波形式 

Tx 試験機器 

測定手順 

 1. 試験機器から変調波を連続送信モードで送信 

 2. スペクトラムアナライザを下記に設定して 

   空中線電力を探索 

規格:  

  空中線電力の許容偏差 20%, 80% 

  空中戦電力 10mW 又は 1mW 

 

スペクトラムアナライザの設定 ①  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN   : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (1MHz) 

・RBW   : 1MHz 

・VBW   : RBWの3倍以上 (3MHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数    : 400点以上 (501点) 
・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル

当たり1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ     : 連続掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ     : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・表示ﾓｰﾄﾞ     : ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞ 

 

スペクトラムアナライザの設定 ②  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN   : 0Hz 

・RBW   : 1MHz 

・VBW   : RBWの3倍以上 (3MHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数     : 1ﾊﾞｰｽﾄあたりのｻﾝﾌﾟﾙ点が100以上 

・掃引時間     : 1ﾊﾞｰｽトの継続時間以上 

・掃引ﾓｰﾄﾞ     : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ     : ｻﾝﾌﾟﾙ 

電力計 or スペクトラムアナライザ 
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4. 空中線電力の偏差(2/3) 

①尖頭電力で規定される電波形式 

規格:  

  空中線電力の許容偏差 20%, 80% 

  空中戦電力  10mW 又は 1mW 

 

結果の表示 

絶対値を W単位で表示。 

定格電力に対する偏差を %単位で表示し、 +/-

の符号をつける。 

測定結果 

Zoneマーカにより、表示画面全体からピークを検
出し、そのレベルをW単位で表示します。 

定格電力との偏差は下記の手順で計算してくださ
い。 

 (測定結果－定格電力)÷(定格電力)×100 [%] 

①尖頭電力で規定される電波形式 
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4. 空中線電力の偏差(3/3) 

 

②平均電力で規定される電波形式 

 (Burst Average Power) 

便利なMeasure機能: Burst Average Power 

タイムドメイン画面にてバーストの指定区間の平均電力を表示します。測定開始位置と測定終了位置を画面で設
定するだけで簡単に測定できます。(機能の詳細はAppendixを参照ください。) 

規格:  

  空中線電力の許容偏差 20%, 80% 

  空中戦電力  10mW 又は 1mW 

 

結果の表示 

絶対値を W単位で表示。 

定格電力に対する偏差を %単位で表示し、+/-の
符号をつける。 

測定結果 

Burst Average Power 機能により、Start Timeと
Stop Timeで囲った時間の平均電力を計算し、 

W単位で表示します。 

定格電力との偏差は下記の手順で計算してくださ
い。 

 (測定結果－定格電力)÷(定格電力)×100 [%] トレースポイントを増やすことにより「1ﾊﾞｰｽﾄあたり 

ｻﾝﾌﾟﾙ点が100ﾎﾟｲﾝﾄ以上」になります。 
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5. 隣接チャネル漏洩電力(1/2) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

①954MHz超え957.6MHz以下(等価等方輻射電力＋13dBm以下) 

無線チャネルに隣接する単位チャネルにおける送信装置 

②950.8MHz超え957.6MHz以下(等価等方輻射電力＋3dBm以下) 

無線チャネルに隣接する単位チャネル 

Tx 試験機器 

測定手順 

 1. 試験機器から占有帯域幅が最大となる 

   変調波を送信 

 2. スペクトラムアナライザを右記の設定 

   にして隣接チャネル漏洩電力を測定 

 

規格:  ①: 18dBm 以下 

           ②: 26dBm 以下 

 

スペクトラムアナライザの設定 ①  *( ) 内は例 

・中心周波数       : 試験周波数 (951MHz) 

・無線チャネル幅 : n×200kHz 

・隣接チャネル幅 : 200kHz 

・RBW         : 1kHz 

・VBW         : RBWの3倍以上 (3kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数          : 400点以上 (501点) 
・掃引時間          : バースト波の場合、1サンプル

当たり1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ          : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ          : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
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5. 隣接チャネル漏洩電力(2/2) 

便利なMeasure機能: ACP 

ACP機能により、隣接チャネル漏洩電力を簡単に測定できます。 

規格:  ①: 18dBm 以下 

           ②: 26dBm 以下 

 

結果の表示 

上側と下側の隣接チャネル漏洩電力と、
空中線電力(dBm単位)の測定値を加

算して、隣接チャネル漏洩電力として
dBm単位で表示する。 

測定結果 

上側(U1)と下側(L1)の隣接チャネル漏洩
電力をdBc単位で表示します。 

空中線電力の測定値を加算する場合、オ
フセット値を設定いただくと、加算後の値
を dBm単位で表示します。 
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6. 副次的に発する電波等の限度(1/3) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

Rx 試験機器 
出力OFF 

測定手順 

 1. 試験機器は送信を停止し、受信のみ 

   の状態とする 

 2. スペクトラムアナライザを下記に設定 

   して副次発射を探索 

 

スペクトラムアナライザの設定 

・SPAN : (表1に記述)   

・RBW : (表1に記述) 

・VBW : RBWと同程度 

・ﾃﾞｰﾀ点数  : 400点以上 (例 1001点) 

・掃引時間  : 測定精度が保証される最小時間* 
・掃引ﾓｰﾄﾞ  : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ  : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 

SPAN RBW 規格 

30 ~ 710MHz 100kHz －54dBm/100kHz 

710 ~ 945MHz 1MHz －55dBm/1MHz 

945 ~ 950MHz 100kHz －55dBm/100kHz 

950 ~ 958MHz 100kHz －54dBm/100kHz 

958 ~ 1000MHz 100kHz －58dBm/100kHz 

1000 ~ 1215MHz 1MHz －48dBm/1MHz 

1215 ~ 1884.5MHz 1MHz －47dBm/1MHz 

1884.5 ~ 1919.6MHz 1MHz －55dBm/1MHz 

1919.6 ~ 5000MHz 1MHz －47dBm/1MHz 

表1 

*: バースト波の場合、掃引時間短縮のため「(掃引周波数幅(MHz)÷分解能帯域幅(MHz))×バースト周期(秒)」で求まる時間以上であれば
掃引時間として設定してもよい。 
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6. 副次的に発する電波等の限度(2/3) 

測定手順 

 3. 副次発射の探索にて、規格値を超えた 

   場合にはスペクトラムアナライザを下記 

   に設定して副次発射を測定 

 

スペクトラムアナライザの設定 

・SPAN : 0Hz   

・RBW : (表2に記述) 

・VBW : RBWと同程度 

・ﾃﾞｰﾀ点数  : 400点以上 (例 1001点) 

・掃引時間  : 測定精度が保証される最少時間 

・掃引ﾓｰﾄﾞ  : 単掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ  : ｻﾝﾌﾟﾙ 

結果の表示 

規定帯域ごとの最大値の1波を
dBm/100kHz または 

dBm/MHz 単位で表示する。 

SPAN RBW 

30 ~ 710MHz 100kHz 

710 ~ 945MHz 1MHz 

945 ~ 950MHz 100kHz 

950 ~ 958MHz 100kHz 

958 ~ 1000MHz 100kHz 

1000 ~ 5000MHz 1MHz 

表2 
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6. 副次的に発する電波等の限度(3/3) 

便利なMeasure機能: Spurious Emission 

各区間(各SPAN)で、RBW, VBW, 検波モード, リミットライン(規格線)の主要パラメータ設定が最大20セグメント分
行えます。スプリアス探索でFailになった区間をでタイムドメインで測定するTime Domain測定モードにより、
TELEC試験に沿ったスプリアス試験が容易に行えます。(機能の詳細はAppendixを参照ください。) 

スプリアス 
リミットライン 

結果の表示 

規定帯域ごとの最大値の1波を
dBm/100kHz または 

dBm/MHz 単位で表示する。 

【表示単位は?】 
MS269xAのスプリアス測定機能では、最大20

個の規定帯域に分割して一度に測定します。 

規定帯域ごとにRBW/VBWなどのパラメータを
設定できます。 

それぞれのRBW(100kHzや1MHz)で掃引した
際のピークを結果として表示しています。 

測定結果 

規定帯域(セグメント)ごとの最大
値1波の周波数とレベルを表示し
ます。 
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7. 送信時間制限装置(1/2) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

RxTx 試験機器 

 

スペクトラムアナライザの設定   *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN   : 0Hz 

・RBW   : 1MHz 

・VBW   : RBWと同程度 (1MHz) 

・掃引時間    : 許容値の2倍程度 

・掃引ﾓｰﾄﾞ    : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・ﾄﾘｶﾞ条件     : ﾚﾍﾞﾙ立ち上がり 

測定手順 

 1. 試験機器を受信状態から送信時間を最大, 送信
休止時間を最小の状態で送信 

 2. スペクトラムアナライザを右記に設定して、立上り
トリガにて送信信号を捕捉し、送信時間, 休止時
間を確認 

規格:   

下表の「送信時間制限」「休止時間」であることを確認 

変調波 
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結果の表示 

送信時間の最大値, 送信休止
時間の最小値を s 又は ms 単
位で表示すると共に、良, 否で
表示する。 

測定結果 

マーカ1&2の時間間隔を表示しま
す。 

7. 送信時間制限装置(2/2) 



Slide 25 

MS269xA-J-F-7 

8. キャリアセンス機能(1/3) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

Rx, Tx 試験機器 

 

スペクトラムアナライザの設定  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 954.2MHz 

・SPAN   : 7MHz 

・RBW   : 100kHz 

・VBW   : RBWの3倍以上 (300kHz) 

・トリガ条件ﾞ  : ﾌﾘｰﾗﾝ 

・検波ﾓｰﾄﾞ    : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 

キャリアセンスの基本動作の確認 

測定手順 

1. SG出力OFFの状態で、試験機器を送信状態にし、

スペクトラムアナライザで試験機器からの出力を
確認。 

2. 試験機器を受信状態でSG出力をON状態にする。 

3. 試験機器を送信状態にし、スペクトラムアナライザ
で出力が無いことを確認。 

結合器 

SG出力 

SPA入力 

結果の表示 

良・否で表示する。 

測定結果 

試験機器の送信出力をスペクトラムアナライザでご確認く
ださい。 (判定機能はありません。)  
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8. キャリアセンス機能(2/3) 

 

スペクトラムアナライザの設定  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験機器の受信周波数帯の中心周波数 

・SPAN   : 0Hz 

・RBW   : 100kHz 

・VBW   : RBWの3倍以上 (300kHz) 

・トリガ条件ﾞ  : ﾌﾘｰﾗﾝ 

・検波ﾓｰﾄﾞ    : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 

信号発生器(SG)の設定  

・中心周波数  : 試験機器の中心周波数 

・出力レベル   : 試験機器の受信入力端子で75dBm 

・波形パターン: 下記のON/OFFタイミングのパターン* 

 

キャリアセンスの判定時間 

測定手順 

1. スペクトラムアナライザを右記に設定する。 

2. SGを右記の送信可能状態に設定し、試
験機器が電波を発射することを確認。 

3. SGを右記の送信不可能状態に設定し、
試験機器が電波を発射しないことを確認。 

*: ベクトル信号発生器では、下記の試験条件に合わせて
ON/OFFする波形パターンをご用意しています。  波形パ
ターンはAnritsuのソフトウェアダウンロードサイトから入
手できます。 ( ソフトウェアダウンロードサイトのご利用に
はユーザ登録が必要です ) 

ソフトウェアダウンロードサイト: 

https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/StratError.asp 

キャリアセンス判定時間が10ms 以上の場合 

 送信可能状態    : OFF(200ms), ON(1s 以上)  

 送信不可能状態 : OFF(10ms), ON(1s 以上)  

キャリアセンス判定時間が128s以上の場合 

 送信可能状態     : OFF(2ms), ON(100ms 以上)  

 送信不可能状態  : OFF(128us), ON(100ms 以上)  
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MS269xA-020 ベクトル信号発生器では、キャリアセンス試験用

に右図の波形パターンをソフトウェアダウンロードサイトでご提供
しています。 

 

 

 

波形パターンを出力するまでの手順については次ページをご覧く
ださい。 

例) 送信不可能状態: OFF(128us), ON(100ms)  

OFF部分拡大図: 128us  
キャリアセンス用の波形パターン 

ダウンロードしたファイル 

「T96_CarrierSense」フォルダ 

ソフトウェアダウンロードサイト: 

https://www1.anritsu.co.jp/Download/MService/StratError.asp 

8. キャリアセンス機能(3/3) 
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8. キャリアセンス機能(補足説明) 

波形パターンをMS269xAにコピーします 

① ダウンロードしたファイルを解凍し、 

T96_CarrierSense フォルダを 

USBメモリにコピーします。 

② ①のUSBメモリをMS269xAに挿入します。 

③ T96_CarrierSense フォルダを、 

MS269xA内部のハードディスクの 

Waveformフォルダ(下記)にコピーします。 

"C:¥Program Files¥Anritsu Corporation¥Signal 

Analyzer¥System¥Waveform" 

波形パターンを出力するまでの手順 

ベクトル信号発生器でハードディスクから 

波形メモリにパターンをロードします 

④ [Application Switch] > [Fx: Signal Generator] 

⑤ [F4: Load Pattern]  

> 「Current Package」にて [Enter]  

> [T96_CarrierSense]を選択して[Enter] 

> [F2: Select All] 

> [F7: Load] 

> [F8: Close] 

波形メモリのパターンを選択します 

⑥ [F3: Select Pattern]  

> 「Current Package」にて [Enter]  

> [T96_CarrierSense]を選択して[Enter] 

> 波形パターンを一つ選択して[Enter] 

> [F8: Close] 

変調および出力を on にします 

⑦ [F7: Modulation] > on      (変調on) 

⑧ [F8: SG Output] > on       (出力on) 

周波数, レベルは任意に設定してください 

 [F1: Frequency]       (周波数を設定) 

 [F2: Amplitude]        (出力レベルを設定) 
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スペクトラムマスク測定(1/2) 

MS2690A 
シグナルアナライザ 

①空中戦電力1mW以下 

②空中戦電力10mW以下 

Tx 試験機器 

規格:  無線チャネルの両端における電力 

①: 20dBm 以下 

②: 10dBm 以下 

①空中戦電力1mW以下 ②空中戦電力10mW以下 
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スペクトラムマスク測定(2/2) 

規格:  無線チャネルの両端における電力 

①: 20dBm 以下 

②: 10dBm 以下 

測定結果 

規定帯域(オフセット)ごとの最大値1波の周波数とレベルを表示

します。またリミットラインに対するマージンを表示することもでき
ます。 

①空中戦電力 1mW以下 ②空中戦電力 10mW以下 
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【参考資料】 
MS269xA シグナルアナライザの 

FFT解析の活用 
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例) 占有周波数帯幅(1/2) 

スペクトラムアナライザの設定では「1ｻﾝﾌﾟﾙあたり
1ﾊﾞｰｽﾄ」とあります。 仮に100ms周期のﾊﾞｰｽﾄをｻ
ﾝﾌﾟﾙﾎﾟｲﾝﾄ501で測定すると 

   100ms × 501 ＝ 50100 ms ≒ 50 sec 

となります。さらに10回ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞした場合には 

  50sec × 10回 ＝ 500sec 

となります。 

FFT解析では、設定帯域(Span)×設定時間のデータを
一度に取り込みます。  「1ｻﾝﾌﾟﾙあたり1ﾊﾞｰｽﾄ」の場合、
仮に100ms周期のﾊﾞｰｽﾄであれば設定時間は 100ms 

です。 処理時間を含めても 

    約 0.2sec   (スペアナでは 50sec) 

となります。さらに10回ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞした場合には 

  0.2 sec × 10回 ＝ 約 2sec (ｽﾍﾟｱﾅでは 500sec) 

となります。 

同様に 

  1. 周波数偏差 

  5. 隣接チャネル漏洩電力 

も高速に測定できます。 

 

スペクトラムアナライザの設定  *( ) 内は例 

・中心周波数 : 試験周波数 (951MHz) 

・SPAN   : OBWの許容値の2 ~ 3.5倍 (500kHz) 

・RBW   : OBWの許容値の1%程度 (1kHz) 

・VBW   : RBWと同程度 (1kHz) 

・ﾃﾞｰﾀ点数    : 400点以上 (501点) 
・掃引時間    : バースト波の場合、1サンプル当たり

1バーストの継続時間以上

・掃引ﾓｰﾄﾞ    : 連続掃引 

・検波ﾓｰﾄﾞ    : ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞﾋﾟｰｸ 
・表示ﾓｰﾄﾞ    : ﾏｯｸｽﾎｰﾙﾄﾞ 
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左図とほぼ同じ測定を、約 0.2secで行います。 

(仮に、1ﾊﾞｰｽﾄが100msの場合) 

例) 占有周波数帯幅(2/2) 

シグナルアナライザの場合 

規格のとおりに設定すると 1掃引で 50sec かかります。 

(仮に、1ﾊﾞｰｽﾄが100msの場合) 

スペクトラムアナライザの場合 

250倍 高速! 

(仮に、1ﾊﾞｰｽﾄが100msの場合) 
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TELECでは測定器の条件として 

「測定用スペクトル分析器は掃引方式デジタルストレージ型とする。 ただし、FFT方式を用いるもので
あっても、検波モード, RBW(ガウスフィルタ), VBW等各試験項目の「スペクトル分析器の設定」ができ
るものは使用してもよい。 

となっています。  

MS269xA シグナルアナライザのFFTモードには「VBW」の設定がありませんので、厳密には使用できないこ
とになります。  (スペクトラムアナライザ＝掃引モードにはRBW/VBWの設定があります) 

簡易測定や安定生産段階の測定にはFFTモードをご利用いただき、認証試験前の評価などではスペクトラム
アナライザ(掃引型)にて一度ご確認いただくことを推奨します。 

FFT解析使用上の注意 
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【参考資料】 
MS269xA シグナルアナライザの 

測定機能のご紹介 
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Measure: 隣接チャネル漏洩電力測定(ACP)  
SPA 

VSA 

測定機能のON/OFF 

基準電力の設定: 

- SPAN TOTAL: 画面全体の積分パワー 

- Carrier Total: 全キャリアパワーの合計値 

- Both Sides of Carriers: 最も外側のキャリアパワー 

- Carrier Select: 指定のキャリアパワー 

1. (SPA/VSAにて) [Measure] > [F1: ACP] を押します。 

【設定】 

In Bandの設定 

Offset Channelの設定 

結果表示の切替。 

Carrier: In Band, Ofs.: Offset Channel 

ノイズキャンセル機能のON/OFF 

(本体内部雑音を測定結果から差し引きます。) 

基準電力の設定 (下記) 

In Band 

Offset Offset 

結果表示部 



Slide 37 

MS269xA-J-F-7 

Measure: 占有帯域幅(OBW)測定 
SPA 

測定機能のON/OFF 

1. (SPA/VSAにて) [Measure] > [F3: OBW] を押します。 

【設定】 

測定モードの選択: (下記) 

<N%>モードにおける%の設定 

帯域幅 

結果表示部 

<X dB>モードにおけるパワーの設定 

測定モードの選択: 

- N%モード: 画面内の電力総和を100%

としてN%相当の電力となる帯域幅 

- X dBモード:  ピーク値からX dB下がっ
た帯域幅 

VSA 
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Measure: スペクトラムエミッションマスク(SEM)測定 
SPA 

測定機能のON/OFF 

1. (SPA) [Measure] > [F4: Spectrum Emission Mask] を押します。 

【設定】 

基準キャリア部の帯域と掃引方法設定 

オフセット部の位置と掃引方法設定 

リミットラインの設定 (橙線) 

測定対象の設定: (下記) 

結果表示の切替: 

- Peak: 絶対電力 

- Margin: リミットラインへのマージン 

測定対象の設定: 

- Both: Lower/Upperとも測定 

- Lower: Lower側だけ測定 

- Upper: Upper側だけ測定 

結果表示部 

基準 

キャリア 

オフセット部 オフセット部 

リミットライン 
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Measure: スプリアスエミッション測定(1/4) 
SPA 

1. (SPA) [Measure] > [F5: Spurious Emission] を押します。 

【設定】 

1度の測定で周波数は20分割までできます(Segment1 ~ 20) 

各Segmentは独立した掃引条件を設定できます。  

Segmentの好きな番号で、測定を一時停止して、測定再開することができます。 

検出結果表示の選択 
測定機能のON/OFF 

掃引区間(Segment)のパラメータ設定 

規格線の設定 

上画面のSegment切替 

下画面のページ切替 

時間ドメインの測定のOn/Off 

時間ドメインの測定のパラメータ設定 

Fail 検出時の測定中断 

上画面の自動切替 

パラメータのセーブ 

パラメータのリコール 
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Measure: スプリアスエミッション測定(2/4) 
SPA 

1. (SPA) [Measure] > [F5: Spurious Emission] を押します。 

【設定】 

Segment Setup Limit Setup Time Domain Setup 
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Measure: スプリアスエミッション測定(3/4) 
SPA 

1. (SPA) [Measure] > [F5: Spurious Emission] を押します。 

2. [F2: Segment Setup] > (3ページ) [F4: Pause before Sweep] 

【設定】 

一例として、上図はSegment3の掃引を始める前に一時停止(Pause)する設定です。 

この時、Segment2までの測定が終わると右図のようにコメントが表示されて測定が止まります。 

F1 Continue を押すとSegment3から測定が再開されます。 

これは各Segmentで設定できるので、一度の測定(Segment1 ~ 20)の好きなところで一時停止できます。 

測定再開 
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Measure: スプリアスエミッション測定(4/4) 
SPA 

1. (SPA) [Measure] > [F5: Spurious Emission] を押します。 

2. [Trace] を押します。 

【設定】 

上画面の切替 

下画面の切替 

下画面の自動切替 

上画面の自動切替 
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Measure: バースト内平均電力測定 
SPA 

測定機能のON/OFF 

 1. (SPA) [Measure] > [F7: Burst Average Power] を押します。 

【設定】 

測定開始位置 

測定終了位置 

ノイズキャンセル機能のON/OFF 
(本体内部雑音を測定結果から差し引きます。) 

開始 終了 

測定開始/終了位置 

(時間ドメインにて)バーストの指定区間の平均電力を表示します。 

結果表示部 
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Measure: バースト内平均電力測定 VSA 

Marker 1の設定 (青線) 

1. (VSA) [Measure] > [F1: Burst Average Power] を押します。 

2. 測定範囲は[Marker]で設定します。 

【設定】 

Marker 2の設定 (青線) 

開始 終了 

測定開始/終了位置 

(時間ドメインにて)バーストの指定区間の平均電力を表示します。 

結果表示部 

Marke

r 

移動対象のMarkerを選択 

Marker 1&2の範囲の拡大
(Zoom)と復元(Zoom Out) 
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お見積り、ご注文、修理などは、下記までお問い合わせください。記載事項は、おことわりなしに変更することがあります。

計測器の使用方法､その他については、下記までお問い合わせください。

計測サポートセンター
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　ネットワークス営業本部中部支店 TEL 052-582-7285 FAX 052-569-1485

大阪 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101　大同生命江坂ビル
　計測器営業本部 TEL 06-6338-2800 FAX 06-6338-8118
　ネットワークス営業本部関西支店 TEL 06-6338-2900 FAX 06-6338-3711

広島 〒732-0052 広島県広島市東区光町1-10-19　日本生命光町ビル
　ネットワークス営業本部中国支店 TEL 082-263-8501 FAX 082-263-7306

福岡 〒812-0004 福岡県福岡市博多区榎田1-8-28　ツインスクェア
　計測器営業本部 TEL 092-471-7656 FAX 092-471-7699
　ネットワークス営業本部九州支店 TEL 092-471-7655 FAX 092-471-7699 No. MS269xA-J-F-7-(2.01)             2011-7  MG 




